
第１回 都市地域学サロン報告 
 

企画委員会研究会 WG 
 
⽇ 時：2025 年 4 ⽉ 24 ⽇(⽊) 18：30〜19：45 
会 場：札幌市⽴⼤学サテライトキャンパス 
参加者：17 名 
 
話題提供者：⽇野 智（秋⽥⼤学） 
「地⽅都市における乗合い交通の展開と課題について」 
 
話題提供要旨： 
 近年、交通空⽩地域の解消などを⽬的とし、各地で乗合い交通である｢AI オンデマンド交通｣の導⼊が
進められている。秋⽥県内でも多くの都市で導⼊されており、秋⽥市の｢買物タクシー｣と｢エリア交通｣、
⼤館市の｢⼤館版 mobi｣に関する事例紹介とそれに関する調査・分析結果等が紹介された。特に、｢⼤館
版 mobi｣では、⾼校⽣の積極的な利⽤と⾃⽴的な移動や地域愛着・定住意識に与える影響が説明されて
いる。最後に、これらの乗合い交通が抱える課題や今後の研究の⽅向性が整理された。 
 
討議要旨： 

n 秋⽥の⼟⽇は運⾏を中⽌したのでしょうか。 
n 調査の時期はいつですか？（雪の有無によって理解が変わる）。 
n ⽚道利⽤が多い秋⽥の利⽤者は帰りの⽅法は徒歩ですか。エリアの⼤きさは？ 
n 各地域の運⾏台数は何台ですか。 
n ⾃宅送迎ではなく乗降ポイント設定の必要があるのは、法や制度上の制約があるため。 
n 他地域でドアツードアの事例あり、⾞両提供会社も前向きな姿勢であった。 
n ゴミステーションを乗降ポイントに設定している事例がある。 
n ゴミステーションが年ごとに変更される地域もある（札幌）。 
n 秋⽥市は何か前例を参考にしたのでしょうか、予算に関する計画はありますか。 
n 運⾏する⾞両の種類は何ですか。 
n 乗り合い事例が少ないのであれば、システム費⽤（あるサービスは２０万円ぐらい）を⽀払わ

ず運⾏した⽅が安いのでは。 
n タクシー会社が後ろ向きなのは、予約の電話を受けてシステムを⼊⼒する⼈件費が負担なので

は。 
n 単なる⼈の移動だけでなく、その他の課題や効果も考慮するといいのでは？ 
n 地域の⼈に喜ばれていないように感じます。移動以外の価値から考えてもいいのでは？ 
n 松⼭市の事例は利⽤者負担とスポンサーの資⾦で運営している（⾏政⽀援なし）。 
n ⼈的オペレーターの必要性は、⾼齢者に対して状況（待ち時間など）を説明する必要があるた

め。 
n ⾏政の関わり⽅で⼯夫できないか。例えば他部署と連携しある⽬的の達成などと関係させるな



どの⽅法があれば。外出して歩⾏⾏動が増えるので、⾃治体の健康部⾨とタイアップする等。 
n 乗り合いポイントで時間をつぶせるなどの⼯夫があればいいのでは。 
n ⾏政がかかわる場合、もっと⼤きなシナリオがあれば（市⺠の運動を促すなど）⼤きな流れに

なるのでは。 
 
当⽇の様⼦： 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



開催に対する意⾒： 
 第 1回都市地域学サロン開催後に参加者の⽅々からメールにて感想・意⾒等を頂きました。 
 全体的に⾼い評価であり、多くの参加者から｢とても良い取り組み｣との評価を得ました。特に、道外
の事例や具体的な経験に基づいた話題提供が有⽤であったとの意⾒が多く挙げられました。また、研究
発表だけではなく、業務成果や地域事例を共有する場としての期待も寄せられており、学会活動の活性
化につながるとの評価も得ることができました。 
 ⼀⽅で、意⾒交換・討議の時間が不⾜していたとの意⾒も挙げられていました。また、フロア全体と
しての討議を活発化させることが望ましい等の意⾒もあり、モデレーター等の導⼊に関する提案なども
ありました。参加者に関し、⼀般会員の参加をより促す必要があるとの意⾒、オンラインの併⽤や開催
曜⽇・時間帯の⼯夫に関する提案などもいただきました。さらに、机の配置等により、より活発な意⾒
交換ができる会場とすることへの意⾒も挙げられていました。 
 
 いただいた様々な意⾒を踏まえ、今後の都市地域学サロンでは以下の点を念頭に置き、開催していき
たいと考えています。 

n 意⾒交換の充実 
n 参加者の拡⼤ 
n テーマ設定の⼯夫 
n 会場や雰囲気づくり 



地方都市における 
乗合い交通の 
展開と課題について

日野　智(秋田大学大学院理工学研究科)

2025年4月24日 第1回都市地域学サロン

要旨版
1

地方都市における乗合い交通の導入
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❖地方都市における公共交通 
→利用者減少･運転手不足により維持が困難に 
⇔交通空白(地)解消の必要性 
⇒代替･補完手段としての乗合い交通の導入 
特に､｢AIオンデマンド交通｣が流行
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１-２ AI オンデマンド交通とは 
AI オンデマンド交通とĀ、AI（Artificial Intelligence：人工知能）を活用した効率的な

配車により、利用者予約に対し、リアルタイムに最適配車を行うシステムÿことを指します。 
オンデマンド交通Ā、路線バスÿような路線定期型交通とĀ異なり、運行方式や運行ダイ

ヤ、発着地ÿ自由な組み合わせにより、地域ÿ特性に応じて柔軟な運行方法を行うもÿとし
て多くÿ都市で展開されていますが、運用ÿなかで、予約などに応じた配車（車両ÿ手配な
ど）や運行経路ÿ設定などについてĀ、運行管理者や運転手ÿ経験則的なもÿに頼りがちな
側面がありました。 
こÿ配車や経路設定などを、AI 技術を用いて効率的な運営・運行を実現しようとするもÿ

が AI オンデマンド交通です。 

 
図 AI オンデマンド交通の運行イメージ 

 

（参考）MaaS と AI オンデマンド交通の関係性について 

〇MaaS Ā複数ÿ公共交通や移動
サービスなどを適切に組み合
わせて、検索・予約・決済等を
一括で行い、交通モード間や路
線間をシームレスに結びつけ
る統括的なサービスであるÿ
に対し、AI オンデマンド交通Ā
そÿ一端を担う交通モード・シ
ステムです。 

〇こÿため、MaaS ÿ展開を考える
にあたって、必ずしも AI オン
デマンド交通が必要であると
いうことでĀなく、また、逆ÿ
視点からも AI オンデマンド交
通を導入することが MaaS ÿ取
組に直結するというもÿでも
ありません。 

〇それぞれが新たなモビリティサービスとして話題に取り上げられる機会も多くありますが、
混同することなく正しく理解することが重要です。 

  

図 MaaS のイメージ（再掲） 

MaaS が結びつける移動
サービスの一つとして、
AI オンデマンドがあると
いう関係性 



秋田県における乗合い交通(AIオンデマンド交通)
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AIオンデマンド交通等の乗合交通 
→秋田県においても多くの都市に導入 

秋田市･大館市で実施した調査･研究事例を紹介 
⇒今後､地方都市ではどのように乗合い交通を活
用していくべきか？ 
⇒今後､どのような研究の方向性が考えられるの
か？どのような調査が必要であるか？ 
1.買物タクシーの概要（秋田市） 
2.秋田市エリア交通に対する利用意識（秋田市） 
3.大館版mobiに対する利用意識（大館市） 
4.大館版mobiと高校生の利用（大館市） 

第3次秋田市公共交通政策ビジョン

4

タクシー等を活用した 
新たな生活交通の導入

✦乗換を前提
とした公共
交通網の構
築に向けて
タクシー等
を活用



秋田市買物タクシー
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65歳以上､自動車を運転しない人を対象 
運行区間：該当地区⇔提携スーパーマーケット(約2km) 

✓往路は所定の乗車場所から復路は自宅まで 
利用料金：1人1乗車につき300円(タクシー運賃との差額は市が負担) 

✓提携スーパーで一定金額以上の買物をした場
合、割引券を発行(スーパーが負担) 

　1時間前までの予約、事前の利用登録が必要
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秋田市新藤田地域での買物タクシー運行
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第1回実証実験：R3.11～ 
第2回実証実験：R4.01～ 

⇒本格運行へ 
　運行日：月･火･木･金 
運行便数：10便/日 
登録者数：122人(第1回) 
　　　　　124人(第2回) 
運行回数：128回 
　　　　　113回 
利用者数：156人･5.0人/日 
　　　　　145人･5.3人/日 
相乗り利用率：20.3% 
　　　　　　　24.7% 



秋田市楢山地域での買物タクシー運行
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　　2回の実証実験を経て 
本格運行へ 

運行日：月･水･金 
運行便数：16便/日 
運行区間： 
ビフレ東通店または 
ドジャース楢山店まで 
※訪問可能な店舗数より
も普段訪問している店
舗に行けることが重要 
❖新藤田も楢山もバス
への乗継ぎ利用はほ
ぼない

秋田市エリア交通
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運行区間：牛島･大住･御野場･仁井田地区およびその周辺 
　　　　　　乗降は事前に設定した乗降ポイントのみで可能 
　　　　　　乗降ポイントはスーパーや病院等に設置 
運行時間：8：00～12：00、13：00～17：00 

　　　　　　平日・祝休日全て運行→月･水･金の運行へ 
利用料金：1人1乗車につき300円 

　※タクシー運賃と利用料金の差額を市が負担 
AIによる配車 
　⇒乗車直前までの予約→乗車1時間前までの予約へ 
　　＋運行時刻(出発時刻)の設定 
　※通常のタクシー営業も可能とする 
✓事前の利用登録は不要(予約時に利用登録) 
✓自宅での乗降は不可能
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11

乗合いは 
少ない

12

買物・通院での利用が多い 
（買物：復路､通院：往路）

0% 5% 10% 15% 20% 25%

スーパー

病院

バス停・駅

SC

団地

公園

郵便局

その他

実証事業の結果

■利用者の降車場所

降車場所でもスーパーの数が多い

買い物目的の利用が多い

＝買い物支援に役立っている

スーパーや病院だけではない

幅広い利用

予約制乗合タクシーの利点

図 実証事業利用者の降車場所
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平日･休日に外出する場所
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平日・休日に外出している場所

平日
エリア交通の
降り場あり

エリア交通の
降り場なし

スーパー 71 35

ショッピング
モール

31

駅前 3

その他 0 12

合計 71 81

表 平日によく外出する場所

休日
エリア交通の
降り場あり

エリア交通の
降り場なし

スーパー 43 21

ショッピング
モール

32

駅前 3

その他 0 3

合計 43 59

表 休日によく外出する場所

10

⇒平日よりも休日の外出が少ない 
　休日はエリア交通範囲外への外出が増

実証事業を利用しなかった理由
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予約制乗合タクシーを利用しなかった理由

図 予約制乗合タクシーを利用しなかった理由
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0 10 20 30 40 50 60

利用する必要がない

知らなかった

行きたい場所に行けない

利用可能範囲が狭い

乗り場が少ない

予約方法が分かりにくい

運賃が高い

降り場が少ない

運行時間が短い

乗降場所まで遠い

その他

移動には困っていない？

範囲拡大が必要

「自家用車の所有」
の回答が多い

⇒自動車免許の保有：80% → 利用する必要がない 
※自動車以外は徒歩･自転車､家族･知人の運転が多い 
※買物･通院でのバス･タクシー利用は少ない 
⇒徒歩等で十分に移動できている可能性 
→徒歩の補完手段としてのエリアタクシーの可能性



利用意向に対するコンジョイント分析
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全体のコンジョイント分析の結果

乗車場所
自宅

乗り場

降車場所
多数

少数

予約時間
いつでも

3時間前

運賃
300円

500円

0.495 

-0.495 

0.373 

-0.373 

0.332 

-0.332 

0.163 

-0.163 

図 各水準の部分効用値
利用にプラスの影響利用にマイナスの影響
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⇒運賃よりも利用方法に関わる項目が 
利用意向に影響 

　降車場所＋予約時間の効用値＞乗車場所の効用値 
　自宅から乗車できない点を他のサービス水準で補う

利用意向が低い回答者のコンジョイント分析
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属性別のコンジョイント分析

乗車場所
自宅

乗り場

運賃
300円

500円

予約時間
いつでも

3時間前

降車場所
多数

少数

■秋田市エリア交通の利用意向が低い回答者

0.604 

-0.604 

0.169 

-0.169 

0.140 

-0.140 

0.128 

-0.128 

図 各水準の部分効用値（秋田市エリア交通に対して利用しないと回答）
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⇒自宅から乗車できない点を 
他のサービス水準で補えない

利用したい：27% 
利用しない：32%　わからない：41%



2台の専用車両で運行 
✓R04.10～ 大館市街地中心
部で実証運行 

⇒実証運行を継続中 
✓コンパクトシティの実現を
交通面から後押し 

✓半径2kmの生活圏内の移
動を｢相乗り｣｢定額料金｣
｢AIによる効率的なルート
設定｣により運行 

運行時間：8：00～19：00 
利用料金：定額 or 回数券 

or 1回毎

大館版mobi

17

18

 

 

自分の生活スタイルに合わせて選べる料金プラン 

30 ⽇間 mobi を何度でも利⽤できます。また、同居の家族は６⼈まで１⼈につきプラス
500 円で定額乗り放題を利⽤加⼊できます。 

初回の 14 ⽇間が無料で利⽤できるキャンペーンを実施します 
のでぜひご利⽤ください 

●30 ⽇間定額乗り放題プラン 

本会員 家族会員 家族会員

クレジットカード 
［決済⽅法］ 

［配⾞⽅法］ 

銀⾏振込 
降⾞時現⾦払い 

アプリ 
電話 

回数券は令和 6 年 2 ⽉ 29 ⽇まで有効です。
●回数券プラン 

６回券 1,500 円 

クレジットカード 
［決済⽅法］ ［配⾞⽅法］

銀⾏振込 
降⾞時現⾦払い 

アプリ 
電話 

１回の利⽤ごとに料⾦を⽀払うプランです。
●ワンタイムプラン 

１回 300 円 ※⼩学⽣以下は 150 円

クレジットカード
［決済⽅法］ ［配⾞⽅法］

銀⾏振込
降⾞時現⾦払い

アプリ
電話

 の利用方法

［受付時間］９時〜19 時 

●アプリ利⽤の場合 ●電話で予約する場合 

問い合わせはカスタマーサポートへ 

mobi（モビ） 
Community 
Mobility 

アプリ提供︓Community Mobility 

右のＱＲコードから 
アプリをダウンロード 

☎050－2018－0107

R6.10 運賃改定
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利用者内訳
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大館版mobiプロジェクトの課題と対策①
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
ノーオファー率 待ち時間

①配車申込お断り（ノーオファー）の発生
冬期間に需要がオーバーフローしノーオファーが頻発

・需要が最も多くなる「冬期間の平日午後」に期間限定増車を検討する。
・より効率的な運行やノーオファーに対する利用者のストレス低減を目的に
事前予約制の導入を検討する。

申し込みをお断りした割合（ノーオファー率）及び待ち時間の状況

項目 R5.2.28時点 R5.6.30時点 R5.11.30時点 R6.2.29時点
登
録
状
況

会員登録者数 938人 1,060人 1,354人 1,601人
定額プラン会員数 152人 73人 99人 88人
回数券会員数 41人 28人 56人 70人

項目 R4.10.1～
R5.2.28

R4.10.1～
R5.6.30

R4.10.1～
R5.11.30

R4.10.1～
R6.2.29

利
用
状
況

利用実人数 650人 849人 1,104人 1,297人
延べ乗車人数 11,638人 20,036人 31,539人 40,051人
１日平均乗車人数 77.1人 73.4人 74.0人 77.5人
運行件数 10,251件 17,670件 27,676件 35,020件
１日平均運行件数 67.9件 64.7件 65.0件 67.7件

運行状況

～10

代

26.2%

20代

8.9%
30代

8.2%40代

7.5%

50代

9.8%

60代

4.9%

70代～

3.3%

未回

答

31.1%
男性

34.7%

女性

46.1%

未回答

19.2%

■性別 ■年代別

アプ

リ

90.1%

電話

9.9%

■申込方法
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⇒10代の利用者(高校生)が多い 
　アプリによる予約が大半(⇔秋田市エリア交通)



mobiに対するイメージ

21

⇒mobiに対するイメージは全体的に良い 
　予約や運行範囲には不満
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図　mobiの利用による外出不満の解決(上)と 
通院･買物に不便を感じる被験者の外出不満の解決(下) 

（大館市；2022）



利用意向に対するコンジョイント分析
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乗り合いは平気：61% 
⇒迂回が問題視？
可能歩行距離が1,000m未満の回答者のコンジョイント分析
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通院･買物不便≒歩行距離短



通院･買物の不便さと可能歩行距離
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可能歩行距離が1,000m未満の回答者のコンジョイント分析
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高い利用頻度⇒低廉な料金(定額プランの活用) 
歩行距離短・荷物有・身体的不自由さ＝自宅送迎

通院･買物不便≒歩行距離短



大館市高校生への意識調査
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大館市内の高校に通う高校生に意識調査を実施 
⇒1,207名から1,074票を回収 

（高校生総数1,626名のうち66%） 

｢友人から聞いて知った｣が圧倒的多数
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高校生の 
約20%が 
利用経験有

月に数回､ 
年に数回 
が多数



高校生のmobi利用目的
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✓mobiの存在によって可能となった移動がある
高校生の外出とmobi

30

高校生： 
✓休日は外出しない 
✓外出先は買物･娯楽施
設･飲食店 

✓送迎による外出が中心

mobi利用者： 
✓相対的に休日に外出
する高校生が多い



mobiと自立的な移動･地域愛着に与える意識構造分析
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mobiが自立的な移動を促し､ 
地域愛着が形成され､定住意識につながる 

⇆ 路線バスでは不成立

おわりに
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❖単独の事業としての成立は厳しい 
⇒乗合が前提だが､低い乗合率 
❖既存交通機関との競合の解決 
❖タクシーと異なる交通としての認識 

⇒上手な利用方法の認識･周知 
❖オンライン予約≠アプリによる予約 
⇒アプリによる利用のしやすさの評価は？ 
❖高齢者対象⇒市民全体へのサービスへ 
高齢者以外の免許非保有者・事業の継続性 

❖詳細な利用データの分析･活用方法は？ 


